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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　周波数ホッピング伝送の２つのタイムスロットにおいて、伝送期間に達した、アクティ
ブ化された、半永続的スケジューリングの新たな伝送ユーザ、及びエラー再送ユーザのた
めに周波数物理リソースを確保するステップと、
　スケジューリングが必要なユーザのスケジューリングタイプを取得し、周波数物理リソ
ースの占有状況に応じて、周波数選択スケジューリングタイプと非周波数選択スケジュー
リングタイプとが採用された場合における対応する利用可能な周波数物理リソースを取得
するステップと、
　スケジューリングが必要なユーザのスケジューリングタイプに基づいて、対応する利用
可能な周波数物理リソースを検索し、１つのスケジューリング期間において、周波数選択
スケジューリングユーザと非周波数選択スケジューリングユーザとに周波数物理リソース
を同時に割り当てるステップと
　を含み、
　スケジューリングが必要なスケジューリングタイプが周波数選択スケジューリングであ
る場合、周波数物理リソースをユーザに割り当てるステップは、
　２つの連続するタイムスロットがいずれも占有されていない第２の周波数物理リソース
が検出された場合、当該第２の周波数物理リソースを前記周波数選択スケジューリングユ
ーザに割り当てる
　周波数ホッピングに基づく周波数物理リソーススケジューリング方法。
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【請求項２】
　スケジューリングが必要なユーザのスケジューリングタイプが非周波数選択スケジュー
リングである場合、周波数物理リソースをユーザに割り当てるステップは、
　１番目のタイムスロットが占有されておらず、２番目のタイムスロットが占有されてい
る第１の周波数物理リソースが検出された場合、１番目のスロットが占有されていない前
記第１の周波数物理リソースを、前記非周波数選択スケジューリングユーザに割り当て、
　又は、第1の周波数物理リソースが検出されず、２つの連続するタイムスロットがいず
れも占有されてない第２の周波数物理リソースが検出された場合、当該第２の周波数物理
リソースを前記非周波数選択スケジューリングユーザに割り当てる
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　スケジューリングが必要なユーザのスケジューリングタイプは、
　ユーザのアップリンクチャネル品質情報が取得された場合、当該ユーザのスケジューリ
ングタイプは、周波数選択スケジューリングであるとされ、
　ユーザのアップリンクチャネル品質情報が取得されない場合、当該ユーザのスケジュー
リングタイプは、周波数ホッピングに基づく非周波数選択スケジューリングであるとされ
、
　ユーザがアクティブ化待ちの半永続的スケジューリングのユーザである場合、当該ユー
ザのスケジューリングタイプは、周波数ホッピングに基づく非周波数選択スケジューリン
グであるとされる
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　スケジューリングが必要なユーザが複数の場合、そのユーザのスケジューリング優先度
に従って、スケジューリング待ち行列を構成するステップと、
　前記スケジューリング待ち行列からユーザを１つずつ読み出し、そのユーザのスケジュ
ーリングタイプに基づいて、対応する利用可能な周波数物理リソースを検索し、ユーザに
周波数物理リソースを割り当てるステップと
　を更に含む請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記２つのタイムスロットは、サブフレーム内周波数ホッピングを採用する１つのサブ
フレームであり、
　又は、前記２つのタイムスロットは、サブフレーム間周波数ホッピングを採用する新伝
送サブフレーム又は再伝送サブフレームである
　請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　周波数ホッピング伝送の２つのタイムスロットにおいて、伝送期間に達した、アクティ
ブ化された、半永続的スケジューリングの新たな伝送ユーザ、及びエラー再送ユーザのた
めに周波数物理リソースを確保するリソース確保ユニットと、
　スケジューリングが必要なユーザのスケジューリングタイプを取得するスケジューリン
グタイプ取得ユニットと、
　周波数物理リソースの占有状況に応じて、周波数選択スケジューリングタイプと非周波
数選択スケジューリングタイプとが採用された場合における対応する利用可能な周波数物
理リソースを取得する利用可能リソース取得ユニットと、
　スケジューリングが必要なユーザのスケジューリングタイプに基づいて、対応する利用
可能な周波数物理リソースを検索し、１つのスケジューリング期間において周波数選択ス
ケジューリングユーザと非周波数選択スケジューリングユーザとに周波数物理リソースを
同時に割り当てるスケジューリングユニットと
　を含み、
　前記スケジューリングユニットは、第２のスケジューリングユニットを更に含み、
　前記第２のスケジューリングユニットは、
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　スケジューリングが必要なユーザのスケジューリングタイプが周波数選択スケジューリ
ングであるときに、周波数物理リソースを前記ユーザに割り当てる場合において、２つの
連続するタイムスロットがいずれも占有されていない第２の周波数物理リソースを検索し
、当該第２の周波数物理リソースを前記周波数選択スケジューリングユーザに割り当てる
　周波数ホッピングに基づく周波数物理リソーススケジューリングシステム。
【請求項７】
　前記スケジューリングユニットは、第１のスケジューリングユニットを更に含み、
　前記第１のスケジューリングユニットは、スケジューリングが必要なユーザのスケジュ
ーリングタイプが非周波数選択スケジューリングであるときに、周波数物理リソースを前
記ユーザに割り当てる場合において、
　１番目のタイムスロットが占有されておらず、２番目のタイムスロットが占有されてい
る第１の周波数物理リソースが検出された場合、１番目のタイムスロットが占有されてい
ない第１の周波数物理リソースを当該非周波数選択スケジューリングユーザに割り当て
　又は、第１の周波数物理リソースが検出されず、２つの連続するタイムスロットがいず
れも占有されていない第２の周波数物理リソースが検出された場合、当該第２の周波数物
理リソースを前記非周波数選択スケジューリングユーザに割り当てる
　請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　スケジューリングタイプ取得ユニットは、
　ユーザのチャネル品質情報が取得された場合、当該ユーザのスケジューリングタイプが
周波数選択スケジューリングであると識別する第１のタイプ取得ユニットと、
　ユーザのチャネル品質情報が取得されない場合、当該ユーザのスケジューリングタイプ
が周波数ホッピング伝送に基づく非周波数選択スケジューリングであると識別し、及び、
アクティブ化待ちの半永続的スケジューリングのユーザのスケジューリングタイプが周波
数ホッピング伝送に基づく非周波数選択スケジューリングであると識別する第２のタイプ
取得ユニットと
　を含む請求項６に記載のシステム。
【請求項９】
　当該システムは、スケジューリングが必要なユーザが複数の場合、ユーザのスケジュー
リング優先度に従って、スケジューリング待ち行列を構成するスケジューリング待ち行列
構成ユニットを更に含み、
　前記スケジューリングユニットは、前記スケジューリング待ち行列からユーザを１つず
つ読み出し、そのユーザのスケジューリングタイプに基づいて、対応する利用可能な周波
数物理リソースを検索し、ユーザに周波数物理リソースを割り当てる
　請求項６に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記システムは、サブフレーム内周波数ホッピングを採用する通信システムに適用され
、前記２つのタイムスロットはサブフレーム内周波数ホッピングを採用する１つのサブフ
レームであり、
　又は、前記システムは、サブフレーム間周波数ホッピングを採用する通信システムに適
用され、前記２つのタイムスロットはサブフレーム間周波数ホッピングを採用する新たな
伝送サブフレーム又は再伝送サブフレームである
　請求項６～９のいずれか１項に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はブロードバンドモバイル通信及び周波数ホッピング伝送技術に関し、特に、周
波数ホッピングに基づく周波数物理リソーススケジューリング方法及びシステムに関する
。
【背景技術】
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【０００２】
　現在、ブロードバンドモバイル通信は、モバイル通信の開発動向とされている。ロング
・ターム・エボリューション（LTE：Long Term Evolution）システムは、第３世代パート
ナーシッププロジェクト（3GPP：3rd Generation Partnership Project）標準化団体によ
り促進される改良型モバイル通信システムである。LTEシステムでは、LTEシステムのスル
ープットと周波数スペクトル利用効率を向上させて、データ伝送速度を向上させるために
、そのダウンリンクでは直交周波数分割多重アクセス（OFDMA：Orthogonal Frequency Di
vision Multiplexing Access）技術が採用され、アップリンクでは単一キャリア周波数分
割多重アクセス（SC-FDMA：Single Carrier-FDMA）無線アクセス技術が採用される。
【０００３】
　LTEシステムのアップリンクで採用される単一キャリア周波数分割多重接続技術につい
て、低ピーク対平均電力比（PAPR：Peak to Average Power Rate）を取得するために、周
波数物理リソースの割り当てが連続である必要がある。アップリンクにおいて、ダウンリ
ンク分散型周波数物理リソース割り当てと類似する周波数ダイバーシティ利得を取得する
ために、アップリンクにおいて、LTEシステムは周波数ホッピング伝送技術を採用してい
る。
【０００４】
　周波数ホッピング（frequency hopping）は、キャリアホッピングを利用して周波数ス
ペクトル拡散を実現するスペクトラム拡散技術であり、耐干渉の通信システムに広く応用
されている。この方法では、広周波数バンドが複数の周波数間隔（周波数チャネルと称さ
れる）に分割され、ある所定の時間に送信側によって送信されたシンボルのキャリア周波
数が制御される。
【０００５】
　周波数ホッピング伝送技術と非周波数選択スケジューリングとを組み合わせることで周
波数ダイバーシティ利得を取得することができる。一方で、周波数選択スケジューリング
は、最良の周波数物理リソースをユーザに割り当てることでリソース割り当ての最適化を
実現することができ、これにより、最大の利得を取得することができる。上記周波数選択
スケジューリングで採用される周波数物理リソースの割り当て方式では、最適な周波数物
理リソースをユーザに割り当てるために、各周波数バンドのフェージング状況に応じて、
最小フェージングの周波数バンドがユーザのために選択される。上記非周波数選択スケジ
ューリングで採用される周波数物理リソースの割り当て方式では、上記最小フェージング
の周波数バンドをユーザのために選択する方法が採用されていない場合、いくつかのアイ
ドル周波数バンドが選択されて周波数物理リソースがユーザに割り当てられる。
【０００６】
　基地局は、スケジューリング期間に達した場合、周波数物理リソースの占有状況に応じ
て、リソーススケジューリングが必要なユーザのために周波数物理リソーススケジューリ
ングを行う。上記周波数ホッピングに基づく非周波数選択スケジューリング及び上記周波
数選択スケジューリングは、周波数物理リソース割り当て方式が違うため、一般的に、１
つのスケジューリング期間内に同時に適用することができない。これは、システムの性能
（例えば、スループット等）を向上させることに不利である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従来技術において、周波数選択スケジューリング方式及び非周波数選択スケジューリン
グ方式を同時に利用して周波数物理リソースの割り当てを行うことができず、システムの
性能（例えば、スループット等）を向上させることに不利であるといった問題を解決する
ために、本発明は、周波数ホッピングを基づく周波数物理リソーススケジューリング方法
及びシステムを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　本発明は、周波数ホッピングに基づく周波数物理リソーススケジューリング方法を提供
する。
　このスケジューリング方法は、
　周波数ホッピング伝送の２つのタイムスロットにおいて、伝送期間に達した、アクティ
ブ化された、半永続的スケジューリングの新たな伝送ユーザ、及びエラー再送ユーザのた
めに周波数物理リソースを確保するステップと、
　スケジューリングが必要なユーザのスケジューリングタイプを取得し、周波数物理リソ
ースの占有状況に応じて、周波数選択スケジューリングタイプと非周波数選択スケジュー
リングタイプとが採用された場合における対応する利用可能な周波数物理リソースを取得
するステップと、
　スケジューリングが必要なユーザのスケジューリングタイプに基づいて、対応する利用
可能な周波数物理リソースを検索し、１つのスケジューリング期間において周波数選択ス
ケジューリングユーザと非周波数選択スケジューリングユーザとに周波数物理リソースを
同時に割り当てるステップとを含む。
【０００９】
　本発明は、周波数ホッピングに基づく周波数物理リソーススケジューリングシステムを
更に提供する。
　このスケジューリングシステムは、
　周波数ホッピング伝送の２つのタイムスロットにおいて、伝送期間に達した、アクティ
ブ化された、半永続的スケジューリングの新たな伝送ユーザ、及びエラー再送ユーザのた
めに周波数物理リソースを確保するリソース確保ユニットと、
　スケジューリングが必要なユーザのスケジューリングタイプを取得するスケジューリン
グタイプ取得ユニットと、
　周波数物理リソースの占有状況に応じて、周波数選択スケジューリングタイプと非周波
数選択スケジューリングタイプとが採用された場合における対応する利用可能な周波数物
理リソースを取得する利用可能リソース取得ユニットと、
　スケジューリングが必要なユーザのスケジューリングタイプに基づいて、対応する利用
可能な周波数物理リソースを検索し、１つのスケジューリング期間において周波数選択ス
ケジューリングユーザと非周波数選択スケジューリングユーザとに周波数物理リソースを
同時に割り当てるスケジューリングユニットとを含む。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明では、同一のスケジューリング期間内において、周波数選択スケジューリング、
及び周波数ホッピングに基づく非周波数選択スケジューリングの両方のスケジューリング
方法の利点が利用される。これにより、チャネル品質が良いユーザは、周波数選択スケジ
ューリングを利用して最適な周波数リソースを取得することができ、また、チャネル品質
の情報がないユーザは、周波数ホッピングを介して周波数ダイバーシティ利得を取得する
ことができる。これにより、本発明は、装置コストを増やすことなく、システム性能を向
上させることができる。同時に、周波数ホッピングリソースの割り当てによる周波数物理
リソースホールの発生が回避され、また、周波数ホッピングユーザと、非周波数ホッピン
グユーザとの間の、周波数ホッピングリソースの衝突が回避される。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】サブフレーム内周波数ホッピング伝送が採用された場合において、周波数物理リ
ソースが割り当てられる場合（周波数物理リソースホールが存在）の従来例を示す図であ
る。
【図２】サブフレーム間周波数ホッピング伝送が採用された場合において、周波数物理リ
ソースが割り当てられる場合（周波数物理リソース衝突が存在）の従来例を示す図である
。
【図３】本発明の実施形態１に係る、周波数ホッピングに基づく周波数物理リソーススケ
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ジューリング方法のフローチャートである。
【図４】本発明の実施形態に係る、サブフレーム内周波数ホッピング伝送が採用された場
合の周波数物理リソース割り当て方式を示す図である。
【図５】本発明の実施形態に係る、サブフレーム間周波数ホッピング伝送が採用された場
合の周波数物理リソース割り当て方式を示す図である。
【図６】本発明の実施形態２に係る、サブフレーム内周波数ホッピング伝送に基づく周波
数物理リソーススケジューリング方法のフローチャートである。
【図７】本発明の実施形態２に係る、サブフレーム内周波数ホッピング伝送に基づく周波
数リソースリストを示す図である。
【図８】本発明の実施形態２に係る、サブフレーム内周波数ホッピング伝送に基づく周波
数物理リソーススケジューリングの具体的なフローチャートである。
【図９】本発明の実施形態３に係る、サブフレーム間周波数ホッピング伝送に基づく周波
数リソースリストを示す図である。
【図１０】本発明の実施形態４に係る、周波数ホッピング伝送に基づく周波数物理リソー
ススケジューリングシステムの構造を示す図である。
【発明が実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面及び実施形態を参照して、本発明に係る周波数ホッピングに基づく周波数物
理リソーススケジューリング方法及びシステムを詳細に説明する。
【００１３】
　従来の周波数物理リソーススケジューリング方式では、１つのスケジューリング期間内
において、周波数選択スケジューリングと非周波数選択スケジューリングが結合されてい
ない。一方で、本発明係る周波数ホッピングに基づく周波数物理リソーススケジューリン
グ方法は、以下のステップを含む。周波数ホッピング伝送の２つのタイムスロットにおい
て、まず、伝送期間に達した、アクティブ化された、半永続的スケジューリング（semi-p
ersistent scheduling）の新たな伝送ユーザ、及びエラー再送ユーザのために周波数物理
リソースを確保する（周波数物理リソースを確保する方式は、ユーザのスケジューリング
タイプに応じて、従来方式を採用してもよい）。スケジューリングが必要なユーザのスケ
ジューリングタイプを取得し、周波数物理リソースの占有状況に応じて、周波数選択スケ
ジューリングタイプと非周波数選択スケジューリングタイプとが採用された場合における
対応する利用可能な周波数物理リソースを取得する。スケジューリングが必要なユーザの
スケジューリングタイプに基づいて、対応する利用可能な周波数物理リソースを検索し、
１つのスケジューリング期間において周波数選択スケジューリングユーザと非周波数選択
スケジューリングユーザとに周波数物理リソースを同時に割り当てる。しかし、本発明は
、従来技術において、全体の周波数物理リソースを周波数選択スケジューリング用の部分
と周波数ホッピング伝送用の部分という２つの部分に分割することと異なり、周波数物理
リソースセクション全体上において、周波数物理リソースの占有状況に応じて、スケジュ
ーリングタイプに対応する利用可能な周波数物理リソースを検索する。このような周波数
選択スケジューリングと非周波数選択スケジューリングとの結合方式は、従来技術と比べ
て、サービス周波数バンドを固定的に分割しないため、周波数物理リソースの割り当てが
柔軟になり、利得も更に明確になる。
【００１４】
　従来技術では、周波数物理リソース割り当て方式が不適切であるため、周波数物理リソ
ースホールが発生する。即ち、非周波数ホッピング伝送のユーザ、及び周波数選択スケジ
ューリングのユーザに、周波数物理リソースを割り当てることができず、これにより、周
波数リソースが浪費されてしまう。LTEシステムはアップリンクにおいて、周波数ホッピ
ング伝送を採用する。この周波数ホッピング伝送は、サブフレーム内周波数ホッピング（
intra-subframe frequency hopping）と、サブフレーム間周波数ホッピング（inter-subf
rame frequency hopping）とを含む。サブフレーム内周波数ホッピングが採用された場合
、本発明に係る周波数ホッピングの２つのタイムスロットは、サブフレーム内周波数ホッ
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ピングの１つのサブフレームである。図１に示すように、従来技術において、サブフレー
ム内周波数ホッピングが採用された場合、周波数リソースの不適切な割り当てによって周
波数物理リソースホールが発生する。例えば、１番目のタイムスロットS0の周波数物理リ
ソースブロックm～m+6、２番目のタイムスロットS1の周波数物理リソースブロックn～n+6
にホールが形成される。従来技術では、非周波数ホッピング伝送ユーザ、及び周波数選択
スケジューリングユーザにリソースブロックを割り当てることができないためである。サ
ブフレーム間周波数ホッピングが採用された場合、本発明に係る周波数ホッピングの２つ
のタイムスロットは、サブフレーム間周波数ホッピングを採用する新たな伝送サブフレー
ム又は再伝送サブフレームである。１つのサブフレームにとっては、当該サブフレームを
伝送する２つのタイムスロットS0、S1によって占有される周波数物理リソースは同じであ
るが、周波数ホッピング伝送の非周波数選択スケジューリングユーザにとっては、２つの
タイムスロットS0'、S1'（周波数ホッピング中のタイムスロット）において占有される周
波数物理リソースが異なる。エラー再伝送を例として、図２に示すように、従来の周波数
物理リソース割り当て方式が採用された場合、周波数ホッピング中の新たな伝送サブフレ
ームによって占有されるタイムスロットの周波数物理リソースブロックn～n+3が、非周波
数ホッピング伝送の周波数選択スケジューリングユーザ２に割り当てられる可能性がある
。これにより、エラーが発生して再伝送が行なわれる場合に、周波数ホッピング中の２番
目のタイムスロットにおいて、周波数ホッピング伝送に基づく非周波数選択ユーザ１と、
非周波数ホッピング伝送の周波数選択スケジューリングユーザ２との間で、周波数物理リ
ソースの衝突が生じている。
【００１５】
　上記周波数物理リソースホール及び周波数物理リソースの衝突の問題を解決するために
、本発明では、スケジューリングが必要なユーザのスケジューリングタイプが非周波数選
択スケジューリングである場合、そのユーザに対して、以下のような方法により、周波数
物理リソースが割り当てられる。周波数ホッピング伝送の２つのタイムスロット上におい
て、１番目のスロットが占有されておらず、２番目のスロットが占有されている第１の周
波数物理リソースが検出された場合、１番目のスロットが占有されてない第１の周波数物
理リソースを、当該非周波数選択スケジューリングユーザに割り当てる。第1の周波数物
理リソースが検出されず、２つの連続するタイムスロットがいずれも占有されていない第
２の周波数物理リソースが検出された場合、当該第２の周波数物理リソースを当該非周波
数選択スケジューリングユーザに割り当てる。このような割り当て方式は、周波数リソー
スの割り当てによる周波数物理リソースホールを回避することができるだけでなく、周波
数ホッピングユーザと、非周波数ホッピングユーザとの間のリソースの衝突も回避するこ
とができる。更に、周波数ホッピング伝送を採用する非周波数選択スケジューリングユー
ザに相補的な周波数物理リソースを割り当て、これらがユーザによって占有されるときに
、相補的な周波数物理リソースブロックの位置が変化しないようにする。図４に示すよう
に、サブフレーム内周波数ホッピング伝送の相補的なリソース割り当て方式について、２
人の周波数ホッピングユーザ１、２が、共に周波数物理リソースn～n+3及びm～m+3を占有
する。２人のユーザによって占有される周波数物理リソースは、この２つの範囲を超えな
い。図５に示すように、サブフレーム間周波数ホッピング伝送の相補的なリソース割り当
て方式について、新たな伝送及び再伝送のプロセスにおいて、２人のユーザが周波数物理
リソースn～n+3及びm～m+3を占有する（これらの範囲を超えない）。スケジューリングが
必要なユーザのスケジューリングタイプが周波数選択スケジューリングである場合、以下
のような方法により、そのユーザに対して周波数物理リソースが割り当てられる。すなわ
ち、２つの連続するタイムスロットがいずれも占有されていない第２の周波数物理リソー
スを検索し、当該第２の周波数物理リソースを当該周波数選択スケジューリングユーザに
割り当てる。
【００１６】
　本発明に係る実施形態１では、リソーススケジューリングを行う基地局において、スケ
ジューリング期間が設定され、基地局は、所定のスケジューリング期間ごとにスケジュー
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リングが必要なユーザに対して周波数物理リソーススケジューリングを行う。基地局のス
ケジューリング期間に達したとき、スケジューリングを行う必要があるユーザが複数存在
する可能性がある。本発明では、同一スケジューリング期間内において、周波数選択スケ
ジューリングと、周波数ホッピング伝送に基づく非周波数選択スケジューリングと行わな
ければならないといった問題を解決するために、本発明は、図３に示すように、スケジュ
ーリングが必要なユーザが複数存在する場合に、以下のようなステップを実行して、ユー
ザに対して周波数物理リソーススケジューリングを行う。
【００１７】
　ステップ３０１：　伝送期間に達した、アクティブ化された、半永続的スケジューリン
グの新たな伝送ユーザ、及びエラー再送ユーザのために周波数物理リソースを確保する。
これにより、周波数物理リソースの初期占有状況が取得される。一方で、伝送期間に到達
していない、アクティブ化された、半永続的スケジューリングユーザに対しては、スケジ
ューリングを行う必要はない。伝送期間に達した、アクティブ化された、半永続的スケジ
ューリングの新たな伝送ユーザに対しては、アクティブであるときに当該ユーザに割り当
てられる周波数物理リソースが確保される。エラーによる再伝送のユーザに対しては、採
用された周波数ホッピング方式に対応する再伝送の方式に応じて、周波数物理リソースが
確保される。あるいは、従来の再伝送メカニズムに従って、周波数物理リソースが確保さ
れてもよい。
【００１８】
　ステップ３０２：　スケジューリングが必要なユーザのスケジューリングタイプを取得
する。
【００１９】
　ステップ３０３：　周波数物理リソースの占有状況に応じて、ユーザのスケジューリン
グタイプに対応する利用可能な周波数物理リソースを取得する。即ち、周波数選択スケジ
ューリングタイプと非周波数選択スケジューリングタイプとが採用された場合における対
応する利用可能な周波数物理リソースを取得する。
【００２０】
　本実施形態において、スケジューリングが必要なユーザのスケジューリングタイプが、
非周波数選択スケジューリングである場合、対応する利用可能な周波数物理リソースは、
１番目のタイムスロットが占有されておらず、２番目のタイムスロットが占有されている
第１の周波数物理リソース、及び２つのタイムスロットがいずれも占有されていない第２
の周波数物理リソースである。スケジューリングが必要なユーザのスケジューリングタイ
プが周波数選択スケジューリングである場合、対応する利用可能な周波数物理リソースは
、２つのタイムスロットがいずれも占有されていない第２の周波数物理リソースである。
【００２１】
　スケジューリングが必要なユーザのスケジューリングタイプは、以下のようにして取得
される。ユーザのアップリンクチャネル品質情報が取得された場合、当該ユーザのスケジ
ューリングタイプは周波数選択スケジューリングであるとされる。ユーザのアップリンク
チャネル品質情報が取得されない場合、当該ユーザのスケジューリングタイプは周波数ホ
ッピング伝送に基づく非周波数選択スケジューリングであるとされる。ユーザがアクティ
ブ化待ちの半永続的スケジューリングのユーザである場合、当該ユーザのスケジューリン
グタイプは、周波数ホッピング伝送に基づく非周波数選択スケジューリングであるとされ
る。
【００２２】
　半永続的スケジューリングユーザは、基地局によって、伝送期間と、伝送時に占有され
る周波数物理リソースの位置と、物理周波数リソースのサイズとが割り当てられるユーザ
を意味する。伝送期間に達した後、半永続的スケジューリングユーザは、基地局によって
割り当てられた周波数物理リソースを占有して伝送を完了する。このため、伝送期間と、
伝送時に占有する周波数物理リソースの位置と、その周波数物理リソースのサイズとが、
基地局により半永続的スケジューリングユーザに割り当てられる。基地局による再割り当
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てが完了する前に、伝送期間に達した場合、ユーザは所定の周波数物理リソースを占有す
る。上記アクティブ化された、半永続的スケジューリングユーザは、伝送期間及び周波数
物理リソースが既に割り当てられたユーザである。アクティブ化待ちの半永続的スケジュ
ーリングユーザは、基地局により伝送期間及び周波数物理リソースが割り当てられるのを
待つユーザである。
【００２３】
　ステップ３０４：スケジューリングが必要なユーザのスケジューリングタイプに基づい
て、対応する利用可能な周波数物理リソースを検索し、１つのスケジューリング期間内に
おいて、周波数選択ユーザと非周波数選択ユーザとに周波数物理リソースを同時に割り当
てる。
【００２４】
　読み取られたユーザのスケジューリングタイプが非周波数選択スケジューリングである
場合、まず、１番目のタイムスロットが占有されておらず、２番目のタイムスロットが占
有されている第１の周波数物理リソースが存在するかどうかを判定し、存在する場合、前
記１番目のタイムスロットが占有されていない第１の周波数物理リソースを、周波数ホッ
ピング伝送の非周波数選択スケジューリングユーザに割り当てる。サブフレーム内周波数
ホッピング伝送について、図４に示すように、１番目のタイムスロットS0の周波数物理リ
ソースブロックn～n＋3、２番目のタイムスロットS1の周波数物理リソースブロックm～m
＋3が周波数ホッピング伝送に基づく非周波数選択スケジューリングユーザ２のために既
に確保されている場合、周波数物理リソースブロックm～m＋3が条件に合う第１の周波数
物理リソースに属するため、１番目のタイムスロットS0の周波数物理リソースブロックm
～m＋3が、周波数ホッピング伝送に基づく非周波数選択スケジューリングユーザ１に割り
当てられる。基地局では、周波数ホッピング中の周波数オフセットは固定的である。従っ
て、周波数ホッピング伝送の非周波数選択スケジューリングユーザに１番目のタイムスロ
ットの周波数物理リソースを割り当てるだけでよい。２番目のタイムスロットで固定オフ
セットが生じた後、ユーザ側は、周波数ホッピング中の固定オフセットに基づいて、２番
目のタイムスロットS1の周波数物理リソースブロックn～n＋3を占有する。このような方
法により、図４に示すような、相補的な周波数物理リソース割り当て方式が構成される。
サブフレーム間周波数ホッピング伝送について、図５に示すように、新たな伝送サブフレ
ームによって占有されるタイムスロットは１番目のタイムスロットS0'であり、再伝送サ
ブフレームによって占有されるタイムスロットは２番目のタイムスロットS1'である。こ
の場合の相補的な周波数物理リソース割り当て方式は、上記した方法と同様である。従っ
て、ここでは、繰り返して説明はしない。
【００２５】
　上記第1の周波数物理リソースが検出されず、２つの連続するタイムスロットがいずれ
も占有されていない第２の周波数物理リソースが検出された場合、当該第２の周波数物理
リソースを非周波数選択スケジューリングに割り当てる。即ち、相補的な周波数物理リソ
ース割り当て方式を適用することができる周波数物理リソースが検出されなかった場合、
２つの連続するタイムスロットのアイドル周波数物理リソースが占有される。スケジュー
リングが必要なユーザのスケジューリングタイプが周波数選択スケジューリングである場
合、以下のような方法により、そのユーザに周波数物理リソースが割り当てられる。すな
わち、２つの連続するタイムスロットがいずれも占有されていない第２の周波数物理リソ
ースを検索し、当該第２の周波数物理リソースを当該周波数選択スケジューリングユーザ
に割り当てる。周波数選択スケジューリングユーザに関して、最適な周波数物理リソース
割り当て方法を満たす必要があるので、周波数ホッピング伝送の２つのタイムスロットに
よって占有される周波数物理リソースは、同じとされる。
【００２６】
　本実施形態に係る方法によれば、同一のスケジューリング期間内に、基地局により取得
されたモバイルユーザのアップリンクチャネル品質情報を十分に利用し、また、周波数選
択スケジューリングを利用して、ユーザに最適な周波数物理リソースを割り当てることが
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できる。また、アップリンクチャネル品質情報がないモバイルユーザ又は半永続的スケジ
ューリングユーザが、周波数ダイバーシティ利得を取得するために周波数ホッピング伝送
方式を採用することが許可される。さらに、周波数選択スケジューリング、及び周波数ホ
ッピング伝送に基づく非周波数選択スケジューリングの２つのスケジューリング方法の利
点を利用して、システムの性能（スループット等）を向上させることができる。
【００２７】
　本発明に係る実施形態２では、基地局において、セルはサブフレーム内周波数ホッピン
グ伝送に適合される。従って、本発明における周波数ホッピング伝送の２つのタイムスロ
ットは、サブフレーム内周波数ホッピングの１つのサブフレームである。以下、サブフレ
ーム内周波数ホッピング伝送が採用された場合の、本実施形態に係る周波数物理リソース
スケジューリング方法について説明する。
【００２８】
　図６に示すように、本実施形態に係る周波数ホッピングに基づく周波数物理リソースス
ケジューリング方法は以下のようなステップを含む。
【００２９】
　ステップ６０１：　伝送期間に達した、アクティブ化された、半永続的スケジューリン
グの新たな伝送ユーザ、及びエラーによる再伝送のユーザのために周波数物理リソースを
確保する。説明のため、本実施形態において、周波数物理リソースの占有及び周波数物理
リソースのアイドル状態は、リソースリストで表す。従って、このステップでは、周波数
物理リソースの占有状況を表すリストにおいて、伝送期間に達した、アクティブ化された
、半永続的スケジューリングの新たな伝送ユーザ、及びエラーによる再伝送のユーザの周
波数物理リソース占有状況が識別される。
【００３０】
　伝送期間に達した、アクティブ化された、半永続的スケジューリングの新たな伝送ユー
ザに対しては、以下のようにして、周波数物理リソースを確保する。すなわち、ユーザが
アクティブ化されるときに、当該ユーザへの割り当てられる周波数物理リソースを確保す
る。エラーによる再伝送のユーザに対しては、以下のようにして、周波数物理リソースを
確保する。すなわち、当該エラーによる再伝送ユーザの新たな伝送サブフレームによって
占有された周波数物理リソースと同じ周波数物理リソースを確保する。周波数選択スケジ
ューリングの新たな伝送ユーザに対しては、以下のようにして周波数物理リソースを確保
する。すなわち、２つのタイムスロットにおいて、新たな伝送によって占有された周波数
物理リソースと同じ周波数物理リソースを確保する。周波数ホッピング伝送に基づく非周
波数選択スケジューリングの新たな伝送ユーザでは、２つのタイムスロットにおいてユー
ザのために確保される周波数物理リソースは、当該エラーによる再伝送ユーザの新たな伝
送サブフレームによって占有される周波数物理リソースとも同じである。図７に示すよう
に、新たな伝送サブフレームが２つのタイムスロットにおいて、周波数物理リソースブロ
ックn～n＋3、m～m＋3をそれぞれ占有する場合、伝送サブフレームは、サブフレームを再
伝送するときに、２つのタイムスロットにおいて、依然として周波数物理リソースブロッ
クn～n＋3、m～m＋3をそれぞれ占有する。
【００３１】
　ステップ６０２：　周波数物理リソースの占有状況に応じて、周波数物理リソースをそ
れぞれ周波数物理リソース待ち行列１、周波数物理リソース待ち行列２に配置する。
　１）周波数物理リソース待ち行列１は、以下のような周波数物理リソースを含む。図７
に示すように、あるサブフレームにおいて、当該周波数物理リソースの１番目のタイムス
ロットはまだユーザに割り当てられていないが、当該周波数物理リソースの２番目のタイ
ムスロットは既にユーザに割り当てられている。
　２）周波数物理リソース待ち行列２は、以下のような周波数物理リソースを含む。図７
に示すように、あるサブフレームおいて、当該周波数物理リソースの２つのタイムスロッ
トがいずれもユーザに割り当てられていない。
【００３２】
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　ステップ６０３：　スケジューリングが必要なユーザのスケジュール優先度に応じて、
スケジューリング待ち行列を構成し、そしてスケジューリング待ち行列におけるユーザの
スケジューリングタイプを、以下の方法により判断する。
　１）当該ユーザのアップリンクチャネル品質情報が、アップリンク基準信号を介して基
地局により取得された場合、そのユーザは、周波数選択スケジューリングユーザであると
識別される。
　２）当該ユーザのアップリンクチャネル品質情報が、基地局により取得されない場合、
そのユーザは、周波数ホッピング伝送に基づく非周波数選択スケジューリングユーザであ
ると識別される。
　３）当該ユーザがアクティブ化待ちの半永続的スケジューリングのユーザ（例えば、Vo
IPユーザ）である場合、そのユーザは、周波数ホッピング伝送に基づく非周波数選択スケ
ジューリングユーザであると識別される。
【００３３】
　ユーザのスケジュール優先度は、従来の多種のスケジューリングアルゴリズム（例えば
、ラウンドロビン法、最大スループット法、比例公平法等、又は必要に応じて応じて構成
される）を用いて計算することができる。
【００３４】
　ステップ６０４：図８に示すように、スケジューリング待ち行列からユーザを１つずつ
読み出し、当該ユーザのスケジューリングタイプに応じて、スケジューリングを行う。具
体的には、以下のようなステップを含む。
【００３５】
　ステップ８０１：現在のユーザが非周波数選択スケジューリングユーザであるかどうか
が判断され、現在ユーザが非周波数選択スケジューリングユーザである場合、ステップ８
０２に進み、そうではない場合、ステップ８０９に進む。
【００３６】
　ステップ８０２：　現在の周波数物理リソース待ち行列１がヌルであるかどうかが判断
され、ヌルである場合、ステップ８０５に進み、ヌルではない場合、ステップ８０３に進
む。
【００３７】
　ステップ８０３：　周波数物理リソース待ち行列１において、連続する周波数物理リソ
ースを検索し、１番目のタイムスロットがアイドル状態である当該連続する周波数物理リ
ソースを現在の非周波数選択スケジューリングユーザに割り当てる。
【００３８】
　ステップ８０４：　ステップ８０３で割り当てられた当該周波数物理リソースを周波数
物理リソース待ち行列１から削除し、そしてステップ８０８に進む。
【００３９】
　ステップ８０５：　周波数物理リソース待ち行列２がヌルかどうかが判断され、周波数
物理リソース待ち行列２がヌルである場合、ステップ８１３に進み、ヌルではない場合、
ステップ８０６に進む。
【００４０】
　ステップ８０６：　周波数物理リソース待ち行列２において、連続する周波数物理リソ
ースを検索し、１番目のタイムスロットの当該連続する周波数物理リソースを現在のユー
ザに割り当てる。
【００４１】
　ステップ８０７：　当該周波数物理リソースを周波数物理リソース待ち行列２から削除
し、また、周波数ホッピングを行った後に現在のユーザにより占有される周波数物理リソ
ースも周波数物理リソース待ち行列２から削除する。そして、それらを周波数物理リソー
ス待ち行列１に記憶し、ステップ８０８を実行する。
【００４２】
　ステップ８０８：　スケジューリング待ち行列がヌルかどうかが判断され、ヌルである
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場合、ステップ８１３を実行し、ヌルではない場合、ステップ８１２を実行する。
【００４３】
　ステップ８０９：　周波数物理リソース待ち行列２がヌルかどうかが判断され、ヌルで
ある場合、ステップ８１３に進み、ヌルではない場合、ステップ８１０に進む。
【００４４】
　ステップ８１０：　周波数物理リソース待ち行列２において、連続する周波数物理リソ
ースを検索し、当該周波数物理リソースの２つのタイムスロットを現在のユーザに割り当
てる。
【００４５】
　ステップ８１１：　ステップ８１０で割り当てられた当該周波数物理リソースを周波数
物理リソース待ち行列２から削除し、ステップ８０８に進む。
【００４６】
　ステップ８１２：　ステップ８０１に戻り、次のユーザをスケジューリングする。
【００４７】
　ステップ８１３：　利用可能な周波数物理リソースがないため、本スケジューリング期
間が終了する。
【００４８】
　本発明の実施形態３によれば、基地局において、セルは、サブフレーム間周波数ホッピ
ング伝送に適合される。従って、本発明では、周波数ホッピング伝送の２つのタイムスロ
ットは、サブフレーム間周波数ホッピングを採用する新たな伝送サブフレーム又は再伝送
サブフレームである。以下、サブフレーム間周波数ホッピング伝送が採用された場合にお
ける、本実施形態に係る周波数物理リソーススケジューリング方法について説明する。
【００４９】
　本実施形態に係る周波数ホッピングに基づく周波数物理リソーススケジューリング方法
は、以下のようなステップを含む。
【００５０】
　ステップ９０１：　伝送期間に達した、アクティブ化された、半永続的スケジューリン
グの新たな伝送ユーザ、及びエラーによる再伝送ユーザのために周波数物理リソースを確
保する。説明のため、本実施形態において、周波数物理リソースの占有及び周波数物理リ
ソースのアイドル状態は、リソースリストで表す。従って、このステップでは、周波数物
理リソースの占有状況を表すリストにおいて、伝送期間に達した、アクティブ化された、
半永続的スケジューリングの新たな伝送ユーザ、及びエラーによる再伝送のユーザの周波
数物理リソース占有状況が識別される
【００５１】
　伝送期間に達した、アクティブ化された、半永続的スケジューリングの新たな伝送ユー
ザに対しては、以下のようにして、周波数物理リソースを確保する。すなわち、ユーザが
アクティブ化されるときに、当該ユーザへの割り当てられる周波数物理リソースを確保す
る。エラーによる再伝送のユーザに対しては、当該エラーによる再伝送のユーザが周波数
選択スケジューリングユーザである場合、以下のようにして、周波数物理リソースを確保
する。すなわち、確保される周波数物理リソースは、当該エラーによる再伝送ユーザの新
たな伝送サブフレームによって占有される周波数物理リソースと同じである。
【００５２】
　エラーによる再伝送のユーザに対しては、当該エラーによる再伝送のユーザが非周波数
選択スケジューリングユーザである場合、以下のようにして、そのユーザのために周波数
物理リソースを確保する。すなわち、当該エラーによる再伝送のユーザの周波数ホッピン
グ伝送によって占有される周波数物理リソース状況に応じて、そのユーザのために周波数
物理リソースを確保する。周波数ホッピング伝送に基づく非周波数選択スケジューリング
の新たな伝送ユーザは、当該サブフレームの２つのタイムスロットにおいて、実際に同じ
周波数物理リソースを占有する。図５に示すように、周波数ホッピングに基づく非周波数
選択スケジューリングユーザ１では、新たな伝送サブフレームは、１番目のタイムスロッ
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トS0'の周波数物理リソースブロックm～m＋3を占有し、エラーによる再伝送する場合に、
２番目のタイムスロットS1'において、周波数ホッピングオフセットの固定オフセットに
応じて、周波数物理リソースブロックn～n＋3を占有する。しかし、１つのサブフレーム
について、サブフレーム内の２つのタイムスロットS0、S1において、同じ周波数物理リソ
ースが占有される。図９に示すように、本実施形態では、周波数物理リソースリストにお
いて識別を行う場合、以下のような方式を採用する。１番目のタイムスロットS0'によっ
て識別される周波数物理リソースは、現在のユーザによって実際に占有される周波数物理
リソースであり、一方で、２番目のタイムスロットS1'によって識別される周波数物理リ
ソースは、次回の再伝送において、現在のユーザによって占有される周波数物理リソース
である。
【００５３】
　ステップ９０２：　周波数物理リソースの占有状況に応じて、周波数物理リソースをそ
れぞれ、周波数物理リソース待ち行列１、周波数物理リソース待ち行列２に配置する。
　１）周波数物理リソース待ち行列１は、以下のような周波数物理リソースを含む。図９
に示すように、当該周波数物理リソースの１番目のタイムスロットはまだユーザに割り当
てられていないが、当該周波数物理リソースの２番目のタイムスロットは既にユーザに割
り当てられている。
　２）周波数物理リソース待ち行列２は、以下のような周波数物理リソースを含む。図９
に示すように、当該周波数物理リソースの２つのタイムスロットがいずれもユーザに割り
当てられていない。
【００５４】
　ステップ９０３：　スケジューリングが必要なユーザのスケジュール優先度に応じて、
スケジューリング待ち行列を構成し、そしてスケジューリング待ち行列におけるユーザの
スケジューリングタイプを、以下の方法により判断する。
　１）当該ユーザのアップリンクチャネル品質情報が、アップリンク基準信号を介して基
地局により取得された場合、そのユーザは、周波数選択スケジューリングユーザであると
識別される。
　２）当該ユーザのアップリンクチャネル品質情報が、基地局により取得されない場合、
そのユーザは、周波数ホッピング伝送に基づく非周波数選択スケジューリングユーザであ
ると識別される。
　３）当該ユーザがアクティブ化待ちの半永続的スケジューリングのユーザ（例えばVoIP
ユーザ）である場合、そのユーザは、周波数ホッピング伝送に基づく非周波数選択スケジ
ューリングユーザであると識別される。
【００５５】
　ユーザのスケジュール優先度は、従来の多種のスケジューリングアルゴリズム（例えば
、ポーリング、最大スループット法、比例公平法等、又は必要に応じて構成される）を用
いて計算することができる。
【００５６】
　ステップ９０４：　スケジューリング待ち行列からユーザを１つずつ読み出し、当該ユ
ーザのスケジューリングタイプに応じて、スケジューリングを行う。具体的には、以下の
ようなステップを含む。
【００５７】
　ステップ１０１：　現在のユーザが非周波数選択スケジューリングユーザであるかどう
かが判断され、現在のユーザが非周波数選択スケジューリングユーザである場合、ステッ
プ１０２に進み、そうではない場合、ステップ１０９に進む。
【００５８】
　ステップ１０２：　現在の周波数物理リソース待ち行列１がヌルかどうかが判断され、
ヌルである場合、ステップ１０５に進み、ヌルではない場合、ステップ１０３に進む。
【００５９】
　ステップ１０３：　現在の周波数物理リソース待ち行列１において、連続する周波数物
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理リソースを検索し、１番目のタイムスロットがアイドル状態である当該連続する周波数
物理リソースを現在の非周波数選択スケジューリングユーザに割り当てる。
【００６０】
　ステップ１０４：　ステップ１０３で割り当てられた当該周波数物理リソースを周波数
物理リソース待ち行列１から削除し、そしてステップ１０８に進む。
【００６１】
　ステップ１０５：　周波数物理リソース待ち行列２がヌルかどうかが判断され、周波数
物理リソース待ち行列２がヌルである場合、ステップ１１３に進み、ヌルではない場合、
ステップ１０６に進む。
【００６２】
　ステップ１０６：　周波数物理リソース待ち行列２において、連続する周波数物理リソ
ースを検索し、１番目のタイムスロットの当該連続する周波数物理リソースを現在のユー
ザに割り当てる。
【００６３】
　ステップ１０７：　当該周波数物理リソースを周波数物理リソース待ち行列２から削除
し、また、周波数ホッピングを行った後に現在のユーザにより占有される周波数物理リソ
ースも周波数物理リソース待ち行列２から削除する。そして、それらを周波数物理リソー
ス待ち行列１に記憶し、ステップ１０８を実行する。
【００６４】
　ステップ１０８：　スケジューリング待ち行列がヌルかどうかが判断され、ヌルである
場合、ステップ１１３を実行し、ヌルではない場合、ステップ１１２を実行する。
【００６５】
　ステップ１０９：　周波数物理リソース待ち行列２がヌルかどうかが判断され、ヌルで
ある場合、ステップ１１３に進み、ヌルではない場合、ステップ１１０に進む。
【００６６】
　ステップ１１０：　周波数物理リソース待ち行列２において、連続する周波数物理リソ
ースを検索し、当該連続する周波数物理リソースの２つのタイムスロットを現在のユーザ
に割り当てる。
【００６７】
　ステップ１１１：　ステップ１１０で割り当てられた当該周波数物理リソースを周波数
物理リソース待ち行列２から削除し、ステップ１０８に進む。
【００６８】
　ステップ１１２：　ステップ１０１に戻り、次のユーザをスケジューリングする。
【００６９】
　ステップ１１３：　利用可能な周波数物理リソースがないため、本スケジューリング期
間が終了する。
【００７０】
　以上から分かるように、本発明におけるサブフレーム内周波数ホッピング伝送とサブフ
レーム間周波数ホッピング伝送との周波数物理リソーススケジューリング方法は同じであ
り、採用される周波数ホッピング伝送方式により周波数ホッピング伝送の２つのタイムス
ロットに対する定義が、単に異なっているだけである。サブフレーム内周波数ホッピング
中の２つのタイムスロットで伝送されるのは１つのサブフレームであるが、サブフレーム
間周波数ホッピング中の２つのタイムスロットで伝送されるのは２つのサブフレームであ
る。本方法の上記周波数物理リソーススケジューリング方法は、具体的な占有周波数物理
リソースをユーザに割り当てるだけでなく、割り当てられる周波数物理リソースによって
占有されるタイムスロットを限定し、これにより、実際に、時間周波数リソースの割り当
てを完了する。ユーザは、割り当てられた時間周波数リソースを利用してデータ伝送を行
うことができる。
【００７１】
　図１０に示すように、本発明の実施形態４によれば、周波数ホッピングに基づく周波数
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物理リソーススケジューリングシステムが提供される。このシステムは、リソース確保ユ
ニットと、スケジューリングタイプ取得ユニットと、利用可能リソース取得ユニットと、
スケジューリングユニットとを含む。前記リソース確保ユニットは、周波数ホッピング伝
送の２つのタイムスロットにおいて、伝送期間に達した、アクティブ化された、半永続的
スケジューリングの新たな伝送ユーザ、及びエラー再送ユーザのために周波数物理リソー
スを確保する。前記スケジューリングタイプ取得ユニットは、スケジューリングが必要な
ユーザのスケジューリングタイプを取得する。前記利用可能リソース取得ユニットは、周
波数物理リソースの占有状況に応じて、周波数選択スケジューリングタイプと、非周波数
選択スケジューリングタイプとが採用された場合における対応する利用可能な周波数物理
リソースを取得する。前記スケジューリングユニットは、スケジューリングが必要なユー
ザのスケジューリングタイプに基づいて、対応する利用可能な周波数物理リソースを検索
し、１つのスケジューリング期間において、周波数選択スケジューリングユーザと非周波
数選択スケジューリングユーザとに周波数物理リソースを同時に割り当てる。好ましくは
、上記スケジューリングユニットは、第１のスケジューリングユニットと第２のスケジュ
ーリングユニットとを含む。第１のスケジューリングユニットは、スケジューリングが必
要なユーザのスケジューリングタイプが非周波数選択スケジューリングである場合、以下
の方式を採用して、周波数物理リソースを前記ユーザに割り当てる。すなわち、１番目の
タイムスロットが占有されておらず、２番目のタイムスロットが占有されている第１の周
波数物理リソースが検出された場合、１番目のタイムスロットが占有されていない第１の
周波数物理リソースを当該非周波数選択スケジューリングユーザに割り当てる。或いは、
第１の周波数物理リソースが検出されず、２つの連続するタイムスロットがいずれも占有
されていない第２の周波数物理リソースが検出された場合、当該第２の周波数物理リソー
スを前記非周波数選択スケジューリングユーザに割り当てる。第２のスケジューリングユ
ニットは、スケジューリングが必要なユーザのスケジューリングタイプが周波数選択スケ
ジューリングである場合、以下の方式を採用して、周波数物理リソースを前記ユーザに割
り当てる。すなわち、２つの連続するタイムスロットがいずれも占有されていない第２の
周波数物理リソースを検索し、当該第２の周波数物理リソースを前記周波数選択スケジュ
ーリングユーザに割り当てる。
【００７２】
　本実施形態に係るスケジューリングタイプ取得ユニットは、第１のタイプ取得ユニット
と、第２のタイプ取得ユニットタイプ取得ユニットとを含む。
　前記第１のタイプ取得ユニットは、ユーザのチャネル品質情報が取得された場合、当該
ユーザのスケジューリングタイプが周波数選択スケジューリングであると識別する。
　前記第２のタイプ取得ユニットは、ユーザのチャネル品質情報が取得されない場合、当
該ユーザのスケジューリングタイプが周波数ホッピング伝送に基づく非周波数選択スケジ
ューリングであると識別し、及び、アクティブ化待ちの半永続的スケジューリングのユー
ザのスケジューリングタイプが周波数ホッピング伝送に基づく非周波数選択スケジューリ
ングであると識別する。
【００７３】
　好ましくは、当該システムは、スケジューリングが必要なユーザが複数の場合、ユーザ
のスケジューリング優先度に応じて、スケジューリング待ち行列を構成するスケジューリ
ング待ち行列構成ユニットを更に含む。前記スケジューリングユニットは、前記スケジュ
ーリング待ち行列からユーザを１つずつ読み出し、そして、そのユーザのスケジューリン
グタイプに基づいて、対応する利用可能な周波数物理リソースを検索し、ユーザに周波数
物理リソースを割り当てる。
【００７４】
　当該システムは、サブフレーム内周波数ホッピングを採用する通信システムに適用され
、この場合、前記２つのタイムスロットはサブフレーム内周波数ホッピングを採用する１
つのサブフレームとされる。当該システムは、サブフレーム間周波数ホッピングを採用す
る通信システムに更に適用され、この場合、前記２つのタイムスロットは、サブフレーム
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間周波数ホッピングを採用する新たな伝送サブフレーム又は再伝送サブフレームとされる
。
【００７５】
　上記のものは本発明の好適な実施形態に過ぎず、本発明はこれに限定されず、種々の変
更形態および変形形態が当業者によって可能である。また、特許請求の範囲に規定される
本発明の精神及び範囲に逸脱しない限り、あらゆる変更、均等な代替物、および改良が可
能であることを理解されたい。

【図１】 【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】
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【図２】
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